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1.はじめに
スポーツ学部設撹から4年が経過した.そこで4年
間継続的に行った図書館情報{リテラシー}教育の結
果が学生の学習傾向にどのような効果をもたらしたか，
また学生の学習及び図書館の利用についてどのような
動向をみせたかが見えてきた
元々Zこの動向調査についての始まりは昨年，一昨年
発表した紀婆でも述べているが，スポーツ学部が大き
な柱として掲げているスポーツを議した全人教育と心
の教育の中で f社会組織の中でどう自分が動くのかJ， 
f人をどう動かしまとめるのかjといったコミュニケ
ーション能力の向上からであった.
また大学1:通うことによる様々な開題意識を持ち，
1 )九州共立大学スポーツ学部
2)九州女子大学，九州女子短期大学附属語草著書館
社会人としての資質を研ぎ，社会の中におけるスポー
ツの意義と生かし方を学V:， 深い洞察力と知識を身に
つけることを自擦として図書館情報{リテラシー}教
育を行ったことがきっかけである出
そのきっかけ苦をもとに図書館情報(リテラシー)教
育を始めたが，継続的に学年が上がるにつれて見えて
くる学習傾向は興味深いものである.
霊園 目的
今回も昨年発表した紀要同様「図書館情報(リテラ
シー)教育におけるスポーツ学部学生の利用に伴う動
向についてjをもとに，スポーツ学部の新入学生およ
び各学年の学生を対象に図書館情報教育の学習効果お
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よび図書館利用動向の調査を行うこととした 3年生になった際には「スポーツ学演習 1，I Jの講義
新入学生から4年生までのそれぞれの図書館情報
(リテラシー)教育は，学生にとってどのような効果
を見せてきたか，また4年間継続的に行ってきた効果
はある一定の傾向を示すのではないかとみている.
特に最終学年の4年生が新入学生の時に受けた「図
書館情報(リテラシー)教育J， 3年・ 4年で受けた
「図書館活用」など学年が経るにつれて習得した図書
館における情報スキルの講義がどのような効果を見せ
ているかを目的とした.
これらを踏まえ，スポーツ学部の情報(リテラシ
ー)教育と図書館がどのようなかかわりを持ち，連携
した協力体制で学生の学習援助を行っていくかの指針
を出すことを目的とした.
3. 実施内容の説明
学部と連携した図書館情報(リテラシー)教育は4
年目を迎え正式に学部の講義の一部として組み込まれ
実施している.
例年，スポーツ学部1年生全員は「人間基礎演習」
の講義時間1コマを「図書館情報(リテラシー)教
育Jの時間として提供してもらい4月""6月にかけて
新入学生ゼミ (StepO)を行っている.講義の内容と
しては表1のとおりであり，前述の紀要に載せている
ためここでは詳細な説明は省く.
【StepO】 新入生を対象に図書館の利用方法およひ館内案内図書所蔵検索， 事項検索
【Stepl】 新入生(大学1'"'2年生)を対象に基本的な図書館の使い方及びパソコン操作の習得
iStep1Jで習得した図書館利用のスキルを大学3'"'4年，
【Step2】 大学院生でさらに向上させ，より迅速に情報収集が行えるようにパソコン操作ができ，情報の取捨選択が
できるスキルを習得させる
教員との連携により講義時間に図書館の利用方法及び
【Step3】 総合活用を個別に教育的サポー卜するあわせて図書
館員が講義の補助として教員をもサポー卜する
【Step4】 学習・研究目的とは違う図書館活用の学生に対してのニー ズをその都度探りそのための支援を行う
(表1)Step別講義内容項目表
その後のスポーツ学部2""4年生においては 1年生
の図書館情報(リテラシー)教育ののち2年生におい
ては特別に「図書館情報(リテラシー)教育jは行っ
が「図書館活用J(Step3) の講義として担当教員の
申し込みで行われている.その学生は4年生になった
時点で担当教員は変わらず「卒論研究Jというゼミに
なる.そこでまた「図書館活用J(Step4) を講義と
して組み込んでもらい情報スキルの定着を見ている.
しかし，あくまでも「図書館活用J(Step3，4)は担当
教員の協力のもとで行っているためスポーツ学部学生
の3，4年生全員が受講しているとは限らない.
なお， iStep3Jの講義内容は，蔵書検索はもちろ
んのこと本学図書館の資料全般からの資料収集を目的
としている. 3年生の聞に卒論に向けての題目決定の
ために参考となる文献収集スキルを習得させる内容で
ある. iStep4Jは iStep3Jを受けた学生が論文を書
くための文献収集スキルを身につけるためデータベー
スの使い方や参考文献の使い方，情報精査の方法など
論文作成に伴うスキルを担当教員との連携体制のもと
に行い，様々な形態の資料収集や取得方法をレクチャ
ーした.
この iStepoJ"" iStep4J を行うことによりスポ
ーツ学部学生の図書館利用動向，学習傾向の変化をア
ンケート及び図書館の利用実態からみることとした.
なおアンケートの実施は，新入学生の「図書館情報
(リテラシー)教育J(StepO)直後と今回新たに学
年の終わりに近づいた12月に全学年にむけアンケー
ト調査を行った.その結果，アンケートの意識調査か
らは受講後すぐにあらわれてくる数字とは違い講義後
実際図書館を利用した後の数字がでたため，より学生
の利用及び学習傾向が見えてくることとなった.
4. 図書館利用の傾向
4・1)高校生時の図書館利用傾向
新入学生における「図書館情報(リテラシー)教
育Jの後すぐに図書館利用についてアンケート行って
いる.それは，高校生の時の図書館の利用実態と大学
生になり図書館の認知度および、利用傾向を把握するた
めである.
2007年度 2008年度 2009年度
ていないが，教科の担当教員の意向のもとに新入学生 I 
時の内容を復習する形での (Step1 ，2)を行っている図1)高校生の時に図書館(室)を利用していましたか?
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例年この意識調査を行っているが，過去3年間を振 上が「はい」と回答している.
り返ってみると図1の「高校生の時に図書室を利用し
ていましたか?Jについては「はいJ， Iときどき」
を含め55""-'60%のという回答であった.その反面
「いいえjの数字も40""-'45%と利用していない学生
がいることが分かつた.
4-2) r図書館情報(リテラシー)教育」受講後の
利用傾向について
「図書館情報(リテラシー)教育」後，新入学生が今
後図書館を利用しようと思うか思わないかの利用傾向
のアンケートを行った.
この結果は，初年度に学生の唯一の学習の場である
図書館を使う意思があるかないかにより教員の学生に
対しての教育または学習傾向の促し方がかわる.あわ
せて図書館としても利用を促進するような働きかけを
行わないといけないため，そのアブローチの方法を検
討する要因となる.
2007年度 2008年度 2009年度
(図2)新入生ゼミを聞いて図書館を利用しようと思いましたか?
図2はその数字を顕著に示し， I図書館情報(リテ
ラシー)教育J後は「はいJ， Iときどき」を含め83
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(図3)蔵書検索はできますか?
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また図4の「検索結果の見方は理解しています
か?J及び図5I検索結果の記述はできますか?Jと
いう質問に対しても60%近い学生が「はいJと回答し
ている.
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""-'88%の学生が利用しようと考えていることがわか (図4)検索結果の見方は理解していますか?
る.学生の学習意欲が高まった時により効果的な学習
体系を作ることが望ましのではないかと考える.
5.検索について変化
5-1)蔵書検索について
例年講義中の課題(検索)に要する時間の変化を見
てきたが，例年大差はない.ただし高校生の時に情報
教育を受講していた学生や昨今の社会状況からパソコ
ン操作等についてのスキルに手間取ることなく操作で
きることは如実に表れている.
そこで今回は蔵書検索がどの程度定着しているのか
をみることとした.アンケートの結果受講後半月以上
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(図5)検索結果の記述はできますか?
経過しているにも係わらずかなりの学生が図3のとお 検索を行うことはかなりの学生に定着しているが，
り「蔵書検索はできますか」という質問に対し60%以 実際に資料を探せるか図6 I検索結果から資料(図
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書・雑誌・視聴覚)等を探せますか?Jという質問を
すると60%以上の学生が「はいJと回答した.ここで
重要なのは検索を行いその結果を記述して資料を探し
に行く流れを理解していることがわかる.その傾向は
わずかながらでも4年生になるにつれ「はい」の回答
率が上がってきていることは，図書館の資料検索を何
度も行い利用していることがわかる.
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(図6)検索結果から資料(図書・雑誌・視聴覚)等を探せますか?
5・2)キーワードの使い方について
「図書館情報(リテラシー)教育」及び「図書館活
用Jでは必ず蔵書検索を行う前に検索するためのキー
ワードの抽出方法=発想法を練習する.学生にとって
は無意味なことと感じられるようだが，実際に卒業論
文を書くようになったときに初めて理解できるように
なる. このキーワードについてもどのような傾向を見
せているかをみることとする.
まず，検索の際に必ず検索語として必要となるキー
ワードをどのように使うかを図7の「キーワードの使
い方は理解できましたか ?Jという質問に対し， 50 
しかし，実際レポートを書いたり論文を書いたりす
る際には課題または自分なりのテーマを持って探すこ
ととなる.講義中には仮のテーマを設定してキーワー
ドを抜きだし演習するが，実際の学習の中でそれがど
のように取り入れられているか， I図書館情報(リテ
ラシー)教育」後に検索語としてのキーワードを思い
つけるか，図8I自分のテーマからキーワードを思い
つけますか?J，図9Iテーマに関連するキーワード
を連想できますか?Jという質問をしてみた.
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(図8)自分のテー マからキー ワー ドを思いつけますか?
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""'70%学生が「はい」と回答しておりキーワードの使 (図9)テー マに関連するキー ワー ドを連想できますか?
い方は理解していることがわかる.
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(図7)キー ワー ドの使い方は理解できましたか?
4年生
自分のテーマ(課題)からキーワードを思いつける
かということ及び連想できるかという数字もかなり高
い結果が出ている. これは，担当教員とも合わせて卒
業論文の際のテーマがぶれることのないように常にキ
ーワードの定着化を行い，それとともに固定概念を避
けるために連想キーワードの発想ができることを繰り
返し行っているためであると思う.
6.調査結果
6・1)利用傾向
今回の意識調査は新入生ゼミ(I図書館情報(リテ
図書館情報(リテラシー)教育におけるスポーツ学部学生の利用に伴う動向について
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ラシー)教育J)後または演習ゼミ・卒論研究 (1図書
館活用J)後半年以上経った12月に行ったため，自分
の学習のために図書館を利用した後のアンケートにな
る.そのためかなりの実態把握ができるのではないか
とみた.
まず，図101新入生ゼミ(演習ゼミ)を受けたあと図
書館を利用していますか?Jといいう質問に対し 1
年生では「いいえ」という学生が70%を示しているが，
4年生になると「はいJという学生が45%いる.この
数字はあまり良い利用傾向とはいえないところがある.
100% 
90% 
80% 
70% 
60% 
50% 
40% 
30% 
20% 
10% 
0% 
1年生 2年生
ー噌-a. はい
-・-b.L礼、ぇ
3年生 4年生
(図10)新入生ゼミ(演習ゼミ)を受けたあと図書館を利用していますか?
しかし，図111新入生ゼミ(演習ゼミ)を受けた後図
書を借りましたか?Jという質問に対しては 1年生
は20%弱の学生が「はい」という回答に対し 4年生
には60%近い学生が「はい」と回答している.
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(図11)新入生ゼミ(演習ゼミ)を受けた後図書を借りましたか?
また，図121新入生ゼミ(演習ゼミ)のあと図書館で
何か調べ物をしましたか?Jという質問に対しても図
書を借りた回答とほぼ同じような数字を示している.
この傾向は，図書館で何か調べ物をした学生は，図書
館の資料を借りて学習する傾向にあることがわかる.
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(図12)新入生ゼミ(演習ゼミ)のあと図書館で何か調べ物をしましたか?
図書館の利用については常に利用しない学生は存在
するが，学年が上がるにつれその数字が大幅に減少し
ていることは学生が図書館の利用および、必要性を感じ
ているからではないかと考えられる.
6-2)利用動向について
6-1)で学生の意識調査ではかなり良い結果が出たが，
実際の動向としてどのような結果が出ているか見る.
図書館としてはスポーツ学部開設時から入館者の動向
をみているが，全体的な学生数は学部改編などあり減
少しているため総入館数は減っている.しかし 1人
当たりの入館回数は上がっている.ただし入館者につ
いては，スポーツ学部学生の入館回数は抽出できない
ため図131総入館者数及び1人あたりの入館回数Jの
とおり全体の総数でしか見ることはできない.
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(図13)総入館者数及びI人あたりの入館回数
しかし，学生の実質の利用動向は貸出をみることで
わかる.図141スポーツ学部学生の入学時からの貸
出動向(1人あたりの貸出冊数推移)Jこれを新入学
生時から4年生までの貸出変遷としてみると 2年生
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で一旦貸出は落ちるものの3年生， 4年生と貸出冊数 また，図16I自分の欲しい文献(紀要・論文)
が上向きになっているのがわかる.このことから図書 を入手することができますか?Jという質問に対し，
館情報(リテラシー)教育は初年度のみでなく継続的 52%の学生が「はいJと回答している.しかし，入手
に情報検索を伴う講義と連携して実施していくことに となると「はいJという数字が検索することとは違い
効果があるとみてとれる. 若干数字が下がっている.
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(図14)スポーツ学部学生の入学時からの貸出動向
(I人あたりの貸出冊数推移)
6-3)最終学年における利用傾向について
学生の学習傾向の最終地点，卒業論文に向けどのよ
うな動向を示し，図書館を利用しているかアンケート
調査してみた.
まず文献収集についてみると図15I自分の欲しい
文献(紀要・論文)を検索することができますか?J
という質問に対し， 63%が「はいJという回答をだし
た.このことは 5.検索について変化のところの数字
よりは若干下がるが，実際の文献が必ずしも検索して
出てくるわけではないので このような結果になった
のではないかと思われる.
口CI. はい口b.いいえ口C.と、ちらでもない
(図15)自分の欲しい文献(紀要・論文)を検索することが
できますか?
口CI. はい口b.いいえ 口c.と、ちらでもない
(図16)自分の欲しい文献(紀要・論文)を入手すること
ができますか?
そこで，本学図書館で文献が入手できない場合はど
のようにして学生が文献を入手するか，その方法を知
っているかが疑問となった.そこで図17I自分の欲
しい文献が図書館にない場合の入手方法を知っていま
すか?Jという質問に対し 「はいJと46%が回答し
た. 2人に1人はいかにして文献を集めて行けばよい
かを習得しているということは図書館で行っている
「図書館活用Jが定着している結果ではないかと考え
る.
ロCI. はい口b.いいえ口C.ど‘ちらでもない
(図17)自分の欲しい文献が図書館にない場合の入手
方法を知っていますか?
図書館情報(リテラシー )教育におけるスポー ツ学部学生の利用に伴う動向について
その 3 継続的利用に伴う情報スキルの定着について 21 
また実際に論文を作成するうえでどれだけの学生が，
図書館を利用しているか図18r論文・レポートを書
くために図書館にある資料を参考にしたことはありま
すか?Jという質問した.その結果，図書館の資料を
参考にした学生は56%になった.この数字は「自分の
欲しい文献(紀要・論文)を検索することができます
か?Jという質問と同様の数字から検索した資料は利
用されているということがわかる.
口8 . はい口b.いいえ 口C.と、ちらでもない
(図18)論文・レポー トを書くために図書館にある資料
を参考にしたことはありますか?
ロ8 . はい 口bいいえ 口Cどちらでもない
(図20)卒業論文構成のため図書館の資料を利用しま
したか?
これらの結果をみるとやはり新入学生時からの「図
書館情報(リテラシー)教育J，r図書館活用」による
情報検索などの情報スキルの定着から学生自身の学習
の場である図書館を活用していることがわかる.
これらの結果から学習習慣は新入学生時で身につけ
る環境づくりをおこなうことが大切である.今回の調
査で「はいJという回答が思いのほか多かった.今後
学生が図書館の利用を継続的に持続して促進させるた
めには教員との連携のもと学生に学習する意欲を持た
また実際の卒業論文作成時にはどのように図書館を せることが必要だと思う.また「いいえ」と回答した
利用しているかをみると図19r卒業論文を作成する 学生をどのような形で学習意欲を持たせるか課題等を
ために図書館を利用しましたか?Jという質問に対し， 与え，常に情報スキルを継続的に使うようにすること
71%の学生が「はい」と回答している.あわせて図20 が，不可欠であることがわかった.
「卒業論文構成のため図書館の資料を利用しました
か?Jという質問に対しても55%の学生が「はいJと 7.今後の課題と展開
回答している.
ロa はい口b.いいえ 口cと‘ちらでもない
(図19)卒業論文を作成するために図書館を利用しまし
たか?
2006年度のスポーツ学部開設にあわせ新入学生の
学習傾向及び図書館の利用動向などの調査をやってき
た.その結果，まず学生に必要なことは学内における
学習環境である.図書館はその最たる場所であり，そ
の場所を有効活用できるように教員自身も学生へ働き
かけを行わないといけないということがわかった.し
かし，それだけではやはり学生が学習をする意欲を高
められるわけではない.そこで学習環境の場である図
書館の職員の学習支援がなくてはならないものである
ことがわかる.それは新入学生時から定期的に行う
「図書館情報(リテラシー教育)J r図書館活用Jは学
生にある程度の効果を示しているのは前述の結果で見
てとれる.
しかし，今後さらに学生の学習意欲を高め図書館の
利用をさらに効率よく効果的に使いこなせるスキルを
22 堀内担志他
身につけていくには，今後の教員と図書鎗綴員との連
携が大きな鍵となってくるのではないかと考える.
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